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あらまし
秘密分散を用いた秘密計算の分野では，2013年のAlias-

gariらの研究 [2]以来，浮動小数点数演算に対応したプ
ロトコルを構成する取り組みがなされ，近年までいくつ
かの成果がみられている．しかし，それらの成果には演
算結果が確率的に変動するプロトコルが多く，正確な演
算結果が保証されたプロトコルは未だ少ない．本研究で
は，加法的秘密分散を用いて，浮動小数点数表現の規格
である IEEE 754-2019 [1]にある roundTowardZero型
（RTZ型と略記）と roundTiesToEven型（RTTE型と
略記）の丸め方式に従って丸めを行う除算プロトコルと
平方根計算プロトコルを構成した．
RTZ型の平方根計算プロトコルについては Aliasgari

らが文献 [2]で既に構成しているが，本研究では平方根の
反復計算に用いる初期近似値を区分的線形関数によって
近似することでその精度を向上し，これにより通信ラウ
ンド数を，単精度の場合では 76.7%，倍精度の場合では
68.5%削減した．除算プロトコルとRTTE型の平方根計
算プロトコルについては，規格に従って厳密に計算する
プロトコルはなく，本研究で新たに構成したものである．
しかし，いずれも丸め結果が確率的に変わる Catrinaに
よるプロトコル [3]に比べると通信ラウンド数が多く，
さらなる改良が求められる．
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表 1: 本研究で構成したプロトコルと先行研究のプロトコ
ルとの比較．(†): client-aided modelを採用．「確率的」:
丸め結果が確率的に変化するもの．

(a) 除算プロトコル

#party 丸め属性 通信ラウンド数
単精度 倍精度

文献 [2] 3 確率的 17 19

文献 [3] 3 確率的 8 9

本研究① 2(†) RTZ 29 29

本研究② 2(†) RTTE 29 29

(b) 平方根計算プロトコル

#party 丸め属性 通信ラウンド数
単精度 倍精度

文献 [2] 3 RTZ 258 324

文献 [3] 3 確率的 10 12

本研究① 2(†) RTZ 60 102

本研究② 2(†) RTTE 63 105
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